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第4回 新・災害対策委員会企業分科会 開催

2024年7月31日（水）15:00～16:30 オンラインにて、第4回 新・災害対策委員会
企業分科会を開催いたしました。
今回の分科会では、第3回で議論した内容を踏まえた支援ガイドラインの修正案の提示と、物資支援を行う上で欠かすこ
とができない物流課題に焦点を当て議論を行いました。
第4回でいただいた意見も踏まえ、11月13日（水）に開催予定の委員会で、改めて支援ガイドラインの修正案を提示し、
より実効性のある支援体制構築に向けて議論を行ってまいります。

▲分科会の様子

プラスチック問題 「プラスチックの未来を考える会」に入会

サプライチェーン全体で最適なプラスチックマネジメントを設計できるよう活動する一般社団法人JAIST
支援機構主催の「プラスチックの未来を考える会」に2024年6月に入会しました。月に1度開催される研
究会に参加し、各業界におけるプラスチック問題を議論しています。

会場の様子

https://www.jaistso.or.jp/future_plastic/ ▲プラスチックの未来を考える会 会員の皆様（一部）

https://www.jaistso.or.jp/future_plastic/
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国家財政の見える化

有事における国民的危機への対応

～各課題 活動報告～

有事における国民的危機への対応

政策検討チーム 有事における国民的危機への対応

外国人の受入れに関する委員会

エネルギー・原発問題委員会

国家財政の見える化委員会

新・災害対策委員会

ジェンダー主流化委員会 研究課題（プラスチック問題）

■活動目的
将来の日本の「あるべき姿」についての検討・調査

■実施内容
阿南会長代行とのディスカッション
慶応義塾大学 細谷教授「近現代史を見直す」セミナー出席
他

■成果
各種要件の整理・検討を実施し、将来の日本の「あるべき姿」
についての基本軸（案）を作成した。

■活動目的
司令塔機能についての提言に関する現状把握

■実施内容
衆議院議員 斎藤アレックス氏
総務省消防庁担当
横須賀市危機管理課担当への取材 他2件

■成果
司令塔機能について、国政・地方自治体など様々な立場
から意見を伺うことで、現状把握が進んだ。

■活動目的
日本のジェンダー主流化の歴史的経緯を学習

■実施内容
独立行政法人国立女性教育会館
理事長 萩原なつ子様 面談
女性運動の歴史的資産の散逸を防ぎ、
後世に伝える啓発施設の視察

■成果
ジェンダーは、社会の枠組み、規範を見直すきっかけとなる。
国の施設ながら、運営には更なる認知向上と支援が必要。

■活動目的
エネルギー政策への国民関与の実現に向けて、好事例を調査

■実施内容
長崎県五島市 未来創造課 担当 取材
所沢市役所 マチごとエコタウン推進課 取材
一般社団法人構想日本 担当 取材

■成果
国民関与によって、施策の裏付けになること、また参加者の意
識醸成がなされることがメリットであった。市民会議のような手法
は参考になるが、実施における課題も知ることができた。

■活動目的
各業界におけるプラスチック問題への取組みや課題を認識

■実施内容
【家電業界の会員企業と面談を実施】
（株）ヤマダ環境資源開発ホールディングス
（株）ヤマダホールディングス
【食品業界の会員企業と面談を実施】
（株）ニッスイ、日本ハム（株）、明治ホールディングス（株）

■成果
代替材料の調達の難しさや、消費者の認知度向上における
業界ごとの取り組みの違いを把握できた。

■活動目的
外国ルーツを持つ子どもに対する教育の好事例調査

■実施内容
岐阜県可児市教育委員会、ばら教室KANI、
NPO法人可児市国際交流協会 現地取材

■成果
自治体、学校、NPOの各役割と、
それぞれのセクターが連携するために必要な業務フロー等の把
握。

■活動目的
給食のフレームワークを活用した炊出し支援を考えるに
あたっての課題の聞取り、実態調査

■実施内容
内閣府 防災担当（避難生活担当）との意見交換

■成果
能登半島地震の際に穴水町で行われたセントラルキッチン
方式での炊出し支援の概要聞取り、炊出し支援に関わる
スキームを構築する上で必要な災害救助法などの把握。

■活動目的
提言実現に向けた政府へのアプローチ

■実施内容
(与党)自民党 財政健全化推進本部との意見交換
(野党)立民党との意見交換会 堀口座長ご出席

■成果
政府の将来推計が実態に近づきつつあり、私たちの取り組みの
成果が出ていることが確認できた。
お金を使う目的や効果を数値化できていないなど、
政府ならではの課題も見つかった。
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